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◆ 研究概要 
Ⅰ）薬理活性を有する代謝物質の高分解能マススペクトルの収集とデータベース化 
これまでに和漢医薬学総合研究所で測定された二次代謝物質のマススペクトルのデジタル化と収集、新たに高分解能
IT-TOFMS で測定したマススペクトルのデータベース化をおこなう。 
Ⅱ）和漢医薬試料の LC-高分解能 MS で測定したマススペクトルのデータベース化 
試料の抽出物を LC-高分解能 MS で測定した、溶出時間分割マススペクトルを収集し、データベース化する。マススペ
クトルを未同定の二次代謝物質のタグとして利用することによって、異なる試料間に同一の未知二次代謝物質の有無、多
少を知ることができる。このような比較をすることによって、試料の薬理効果と二次代謝物質との関係を明らかにする。 
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